<Archaeology> Summary of Excellent Master\u27s Theses by 佐藤 悠登 et al.
711
優秀修士論文概要
はじめに
　本論は、東北地方日本海側地域に分布が認められる杉久保系石器群を対象としている。石器群を構成
する主要機種であるナイフ形石器および彫器の型式学的な再検討、石器群の石材構成および石器製作技
術の検討をすることで、杉久保系石器群に観察される多様性を考察することを目的としたものである。
第１章　研究史
　杉久保系石器群は、1953年に発見が報告されて以降、山形県南部から長野県北部にかけての東北地方
日本海側地域に類例が認められてきたナイフ形石器群である。本石器群は、杉久保型ナイフ形石器と呼
ばれる尖基柳葉形の基部加工ナイフ形石器と神山型彫器と呼ばれる彫器を特徴的に組成する石器群とし
て知られている。研究の初期には、編年研究が主体的に行われ、様々な編年案が提示されているが、地
域的・資料的な制約により困難な状況であった。1990年代以降に、層位的に編年のわかる資料が増加し
たことで、研究も進展し、それまで主眼であった編年研究から、石器群を残した人々の行動や社会構造
などの解明を目指す研究へと移っていっている。
　石器群の年代観は、これまでの研究から、杉久保系石器群は、AT（姶良丹沢火山灰、約３万年前）
より上位、As-K（浅間草津軽石層、約1.9万年前）より下位から検出されている。また、遺跡出土の炭
化物の年代測定値から約2.2万年前の石器群と考えられており、最終氷期最寒冷期（LGM、約３万～1.9
万年前）の時期にあたる。
第２章　課題設定
　杉久保系石器群は現在、「杉久保型ナイフ形石器を含む多様なナイフ形石器と神山型彫器を含む多様
な彫器を伴う石刃石器群」として定義されている。この定義にはあいまいな点も多く、石器群内部にお
ける時期差や地域差などの問題もこれまでに指摘されている。そこで本論では、定義をあいまいとして
いる石器群内の多様性についてそれがどのようなものであるか把握し、考察を加えることを目的とした。
第３章　対象遺跡
　本論で扱った資料として、筆者自身が石器群の全部、または一部を実見できた新潟県内と野尻湖周辺
の杉久保系石器群を対象とした。杉久保系石器群の多様性について検討をおこなうために、本研究では
研究史上もっとも杉久保系石器群の定義を広く設定したと考えられる、「神山型彫器を伴うナイフ形石
器群」という定義のもと、対象遺跡を選定した。具体的には、樽口遺跡A-KSU・B-KSU 文化層、ガラ
ハギ遺跡、荒川台遺跡、上ノ平遺跡A地点、上ノ平遺跡C地点、吉ヶ沢遺跡B地点、荒沢遺跡、下モ
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原Ⅰ遺跡、居尻A遺跡、楢ノ木平遺跡、雨池A遺跡、雨池 B遺跡、向原A遺跡、向原 B遺跡、貝坂
遺跡、神山遺跡、貫ノ木遺跡第２地点、仲町遺跡 BP4地点、上ノ原遺跡第２次調査、上ノ原遺跡第５
次調査の20遺跡を対象とした。
第４章　分　析
　本論の分析では、型式学、石材論、石器製作技術の３つの観点から杉久保系石器群の多様性の抽出と
分析を行った。
　型式学的な分析においては、杉久保系石器群を構成するナイフ形石器と彫器について、形態的特徴、
素材石刃の用い方、および加工部位により再分類を行った。ナイフ形石器は、形態による大別分類がⅠ
～Ⅴ類の５分類、素材石刃および加工部位による細分で13分類とした。彫器は彫刀面および彫刀面打面
の違いから７分類した。これらの分類に基づき、対象とした１遺跡ごとに再分類を行い、各分類の点数
を累積して、遺跡間での特徴を比較した。その結果、Ⅰ類のナイフ形石器は、阿賀野川以北の新潟県北
部の遺跡で多く、Ⅱ類のナイフ形石器は、信濃川流域以南の遺跡によくみられることが分かった。また、
ナイフ形石器の石刃の用い方では b類とした先端部に石刃基部を使う石器は信濃川流域以南の遺跡に
特徴的にみられることが判明した。彫器においてはどの流域においても１類を主体として全ての分類の
彫器が組成されていることが確認できた。
　石材論的な分析においては、これまでに行われてきた石材産地研究に基づき、各遺跡に残された石器
の石材がその遺跡の立地する流域内からもたらされたものか、流域外から持ち込まれたものか検討した。
その結果、対象とした遺跡のある、三面川流域、阿賀野川流域、信濃川流域、野尻湖周辺において８割
以上が流域内の石材を利用している状況が確認できた。
　石器製作技術に関する分析では、各遺跡から出土している接合資料への検討や、石核の調整技術、ナ
イフ形石器や彫器の加工技術に関して観察、検討を行い、従来から指摘されている杉久保系石器群の石
刃生産のあり方について確認を行った。その結果、接合資料からは一部の遺跡を除いて多くは石刃の生
産が低調もしくはないことが確認できた。残核の形態からも、単設、両設どちらの石核も存在している
ことが確認された。彫器と彫器削片の接合例も多く確認された。また、ナイフ形石器の調整技術につい
ては、信濃川流域以南の遺跡において対向調整技術による側縁加工が確認された。
第５章　考　察
　前章での分析の結果、型式学的には、ナイフ形石器の多様性には大きく南北２つの地域性が見いだせ
た。一方、彫器の多様性にはそのような差異がみられなかった。石材論では、４つの地域でまとまって
いることが確認された。また、石器製作技術からは、全地域を通してほぼ同様な石刃技法が見いだされ
る一方、ナイフ形石器の加工技術では一部差異が確認された。以上のことから、1. 流域外の石材の使用
の少なさから当時の人々の移動領域が相対的に縮小している可能性があること、2. ナイフ形石器の多様
性は地域差、さらには時期差を反映している可能性があること、3. 彫器の多様性は当時の植生環境への
適応、および作業量の増加による刃部再生の多さを反映している可能性があることが推察された。この
ことから杉久保系石器群にみられる多様性は、当時の人々が寒冷化した環境に適応しつつ、およそ流域
を単位とした移動領域を成立させていたことを反映しているものと考えられた。
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おわりに
　本論では、主に新潟県から長野県北部の杉久保系石器群の多様性について、３つの観点から考察を加
えることができた。しかし、扱えた地域もまだ一部であり、まだほかの観点からの考察も可能である。
今後は扱えなかった資料への検討をすすめていきたい。
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はじめに
　本論は、主として７世紀後半から８世紀前半に製作された塼仏について、同原型資料という視点から
再整理を行い、不明瞭であった塼仏間の関係性を検討すると共に今後の研究の基礎となりうる視点を提
示することを目的としたものである。
Ⅰ　塼仏の研究史について
　塼仏の研究は高橋健自、石田茂作に始まり、久野健により塼仏の特徴が整理されたことで、その遺物
としての前提・基礎情報が設定された。近年では、塼仏の分類、前後関係、用途、製作技術、分布、中
国の塼仏との関係性、塼仏に内包された思想、と研究も細分化した。そして、現在も既存資料の技法・
調整に関する詳細な分析が蓄積されてきている。
　しかし、複雑な形状をした遺物である塼仏は文章で情報を開示することに難があり、先行する仏教研
究・寺院研究の成果を引用した論が目立ち、塼仏そのものを扱った研究は一部に限られる。
　結果として、遺物自体からの検討は不十分な点が多く、編年や各図像の関係性について不明瞭な状態
が続いている。
Ⅱ　研究史上の課題と同原型資料による分類について
　研究史を整理した結果、塼仏を単体で扱った研究は少なく、仏教研究・寺院研究の成果が優先されて
いることが確認できた。確かに、文献記録や各地の有力寺院の膨大な研究史を利用することで、単独で
の検討が難しい塼仏を考察するという判断は適切であるが、それが遺物自体への分析・解釈に先行して
しまい、編年研究などの塼仏自体の検討が不十分なままに考察ばかりが進んでしまっている。
　そこで、塼仏そのものに関する情報・視点を整理し、塼仏の考古学的な研究を行うための基礎を構築
することが急務であると判断し得た。この整理にあたり参考にしたのが、大脇潔の同原型資料という視
点である。
　塼仏は土板に描かれた半肉の絵である。よって土版の形状よりも同笵・図像を優先して分類すべきと
判断しえる。これを整理するにあたり、これまでに提示されてきた分類案の中で最も有効と考えられる
分類案が大脇の同原型資料という視点であった。
　同原型資料とは、笵の系譜関係を軸に塼仏を群として捉える視点である。これは原型となった最初の
笵、踏み返し等により製作された笵、後に改修を受けた笵という笵の系譜関係から、それらの笵から製
作された塼仏に同様の系譜関係が伺えるという捉え方である（大脇 1986）。この視点であれば、仮に土
板部分などに形状の変化があったとしても、単一の図像の系譜として塼仏を整理することができる。
日本出土塼仏における同原型資料の再検討
── 同原型資料分類による塼仏の再整理と観察時の着眼点について ──
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　よって、本論では大脇が提示した同原型資料という視点を参考に現在までに発見された塼仏を含めて、
新たに分類を組み直した。
Ⅲ　同原型資料分類による塼仏の整理
　塼仏を整理するにあたり森本文貴の集成を基にした（森本2013）。また、塼仏の遺物としての特性と
して一遺跡や一寺院の寺域内で完結する資料が多く関係性を追いにくいという点から扱う資料を同原型
資料が複数の遺跡で確認できる資料に限定した。
　同原型資料という視点から塼仏を大型多尊塼仏A、方形三尊塼仏A・B・C、火頭形三尊塼仏A・B、
大型独尊塼仏A、小型独尊塼仏A・B・C、連坐塼仏A・B、連立塼仏A、瓦塔初層内陣装飾塼仏A・B・
Cに分類し直した。名称については現在一般的に利用されている1990年の大脇の分類案を参考に（大脇 
1990）、名称の追加と整理を行いつつ図像毎にA、B、C…と区分した。瓦塔初層内陣装飾塼仏という分
類のみ現在利用されている名称がなかったため新たに設定した。
　全国の塼仏の情報整理を行うにあたり、過去の研究成果を資料の通説的な解釈としつつ、同原型資料
という視点から種類毎にまとめ、図像と分布を整理した。また、写真や実測図の縮尺を合わせ重ね合わ
ることで図像の位置関係や細部の特徴、同図像間での大きさを比較し、同図像間や類似した図像間での
関係性について検討を加えた。
Ⅳ　塼仏の種別毎の特徴と共通点について
　塼仏の図像と分布から、種類毎の特性や差異、塼仏間の関係性や共通点について整理・考察した。考
察可能な特徴や個々の関係性が特に明確に現れたのは、大型多尊塼仏A、方形三尊塼仏A・B、火頭形
三尊塼仏 B、連坐塼仏A、連立塼仏A、小型独尊塼仏 Bの７種であった。また、塼仏全体の共通性は
分布や細部の調整に指摘できる要素を確認した。
塼仏の種類毎の特徴について
①大型多尊塼仏A
　笵は多尊と五尊の２種が確認できた。多尊は一枚の笵、五尊は五尊以外の部品が組み合わせ式になっ
ている。関係性としては多尊から五尊の笵が作られ、五尊の笵が押出仏にも用いられるなどして五尊の
組み合わせ式の製作方式が主流となったことが想定できた。ただし、多尊の笵が五尊の笵製作後、並行
して利用されたか、使用が停止したかは検討できない。
②方形三尊塼仏A
　脇侍と蓮華座の位置の差で前後関係が確認できる。右脇侍の変化が大きく変化の基準と判断できた。
完形品が知られる資料の比較から、右脇侍の等身が左脇侍に近づき、次いで右脇侍の蓮華座が変化する
という傾向が確認できた。
　また、火頭形三尊塼仏A・方形三尊塼仏 Bとの図像の比較も行った。火頭形三尊塼仏Aとの比較で
は右脇侍の等身が左脇侍より高い個体と図像的に近く、方形三尊塼仏 Bとの比較では左右脇侍の等身
が同一になった個体に近いことが確認できた。個体の大小・図像の変化から方形三尊塼仏Aは左右脇
侍等身が異なる個体が先行すると判断できるため、火頭形三尊塼仏A、方形三尊塼仏A、方形三尊塼
仏Bの順に笵が作られ、方形三尊塼仏Aの笵の変化を挟むことで、火頭形三尊塼仏Aと方形三尊塼仏
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B の間に時期差があると判断でき、方形三尊塼仏Aの変化から３種の系譜関係を検討するうえで重要
な視点を見出すことができた。
③方形三尊塼仏B
　方形三尊塼仏Aほど差が明確ではないが、蓮華座の変化が認められた。また、図像の平坦化も確認
できた。ただ、確かに個々で図像が変化することは確認できたが、図像の差異から関係性を十分に検討
することはできなかった。
④火頭形三尊塼仏B
　右脇侍と蓮華座、天蓋から垂れる植物に変化が見られた。ただ天蓋の植物部分については出土点数が
少ないため、関係性を明示することはできなかった。茎・蓮華座の位置について個体差を示すことがで
き、位置が変化する塼仏と変化せず縮小する塼仏が確認できた。また、特に後者は火頭形三尊塼仏 B
全体では主体的で漸次的な変化が認められる。
⑤連坐塼仏A
　十二体は全て同一の１体を基にする。個体差は焼き歪み、踏み返しによる大小の差、縁の位置、個体
間の小枠の差であり、仏像部分に差は少なく、差がある個体は構成要素が同じだけで全体的に異なる図
像となる。個体差は特に、焼き縮みや踏み返しによる大小の差に見られ、地域差は縁部分の幅に強く認
められた。
⑥連立塼仏A
　他の複数の遺跡で見られる塼仏と分布が異なり、他と系統を異にし、分布は畿内の西南側に集中し、
時代毎の中心となる地域にはあまり広がらないことが確認できた。
⑦小型独尊塼仏B
　別に分類した連坐塼仏 Bと連続性があり、先行する。２種をまとめると火頭形三尊塼仏 Bと似た分
布を示す。ただ、図像の類似性と遺跡の距離間に関係性は薄く、２種とも各遺跡毎での図像の差が激し
い。
塼仏の共通点について
①分布
　分布は畿内に集中するが、飛鳥、藤原京、平城京、長岡京南部～淀川周辺、葛城地域に局地的に分布
が偏ることが確認できた。分布として大型多尊塼仏A、方形三尊塼仏A・B、火頭形三尊塼仏A・B、
連坐塼仏A、小型独尊塼仏Aには共通点が見いだせ、畿内においては上記の地域に分布しつつも、地
方に分布する場合は、１～２点拠点的に分布することが確認できた。また、種類毎で分布に差があるこ
とも確認できた。特に連坐塼仏Aや火頭形三尊塼仏 Bに見られる分布の偏りは主となった生産時期や
地域性を示している可能性がある。
②縁周辺の調整
　同図像の塼仏であっても縁部分の調整に差が確認される。この縁部分の差は個体の大小の原因になっ
ており、塼仏の中心が図像部分であることが改めて確認できた。縁の調整の差異は地域差や寺院間の関
係性による可能性が高いが、写真や実測図だけでは十分な考察を行うことができなかった。
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おわりに
　本論の成果は、全塼仏のうちで同原型資料の確認できる資料を全て整理し、種類別の特徴と共通点に
ついて整理、考察したことで、個々の図像の差異や縁部分の扱いの多様性を確認できたことにある。塼
仏自体に十分に考察し得る要素が確認できたことにより、図像全体を重ね合わせ比較した際の細部の差
異と共通性から単純な大きさ比較や仏教的解釈とは異なる考察を行うことができた。また、分布の偏り
や特徴も確認でき、一部ではあるが系譜関係について検討する視点を得た。今後、種類別で、更に細か
く図像や各部の特徴を確認すれば、系譜関係をより明確にできる可能性が高い。
　しかし、本論は縮尺は合わせているものの、実見しておらず写真や実測図から読み取れるだけの情報
でしかない。そのため細部の考察は避けざるを得なかった。
　今後は、実見できるものは実見し、個々の種類についてより具体的なデータを集め、同種類毎の比較
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修
士
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要
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は
じ
め
に
　
エ
ジ
プ
ト
中
王
国
時
代
は
、
装
身
具
が
本
格
的
に
副
葬
品
と
し
て
利
用
さ
れ
始
め
た
時
期
で
、
考
古
・
図
像
資
料
と
も
に
豊
富
で
あ
る
。
葬
送
に
際
し
て
死
者
が
ど
の
よ
う
に
飾
ら
れ
た
か
は
、
当
時
の
葬
送
観
念
を
如
実
に
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
該
期
は
第
一
中
間
期
と
い
う
混
乱
の
時
期
を
経
た
国
家
再
形
成
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
葬
送
に
お
い
て
装
身
具
は
い
か
に
利
用
さ
れ
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
地
域
や
王
族
・
非
王
族
間
で
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
背
景
の
解
明
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
修
士
論
文
で
は
、
中
王
国
時
代
の
葬
送
に
お
け
る
装
身
具
利
用
を
分
析
・
考
察
し
た
上
で
、
装
身
具
選
択
の
背
景
に
あ
る
社
会
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
　
具
体
的
な
研
究
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
出
土
遺
物
の
量
的
分
析
に
よ
り
、
中
王
国
時
代
に
お
け
る
装
身
具
の
地
域
性
や
王
族
・
非
王
族
間
の
違
い
を
把
握
し
た
。
次
に
、
各
図
像
資
料
に
描
か
れ
た
装
身
具
の
種
類
を
整
理
し
、
表
現
さ
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
実
際
の
出
土
状
況
も
ふ
ま
え
て
、
当
時
の
装
身
具
カ
テ
ゴ
リ
を
復
元
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
装
身
具
は
、
具
体
的
に
葬
送
儀
礼
の
中
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。最
後
に
、葬
送
儀
礼
に
お
け
る
装
身
具
の
「
理
想
形
」
と
実
際
の
出
土
遺
物
と
の
比
較
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
当
時
の
装
身
具
選
択
と
そ
の
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
論
じ
た
。
１　
実
際
に
墓
か
ら
出
土
し
た
装
身
具
の
分
析
　
中
王
国
時
代
の
墓
か
ら
出
土
し
た
装
身
具
に
つ
い
て
、
北
部
・
中
部
・
南
部
エ
ジ
プ
ト
の
３
地
域
に
お
け
る
分
布
状
況
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
連
ビ
ー
ズ
製
装
身
具
は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
最
も
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
素
材
は
多
岐
に
わ
た
り
、
３
地
域
全
て
に
お
い
て
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
に
加
え
様
々
な
準
貴
石
や
金
属
類
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
二
枚
貝
形
護
符
、
か
ぎ
爪
形
護
符
、
子
安
貝
形
護
符
、
魚
形
護
符
、
護
符
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
地
理
的
な
隔
た
り
を
越
え
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
素
材
の
選
択
に
も
共
通
性
が
見
ら
れ
た
。
一
方
、
各
地
域
に
特
徴
的
な
装
身
具
・
護
符
も
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
、
北
部
地
域
に
特
徴
的
な
装
身
具
は
、
襟
飾
り
と
幅
広
腕
輪
・
足
輪
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
中
部
地
域
と
南
部
地
域
か
ら
の
出
土
墓
数
は
少
数
で
、
専
ら
北
部
地
域
か
ら
出
土
し
て
い
た
。
次
に
南
部
地
域
に
特
徴
的
な
装
身
具
は
、
指
輪
、
金
属
製
腕
輪
・
足
輪
、
ト
ル
ク
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
連
ビ
ー
ズ
製
装
身
具
を
構
成
す
る
ビ
ー
ズ
の
素
材
を
分
析
し
た
結
果
、
南
部
地
域
に
お
け
る
金
属
製
ビ
ー
ズ
の
「
出
土
墓
割
合
」
は
３
地
域
中
最
も
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
南
部
地
域
か
ら
の
み
出
土
す
る
大
型
円
盤
形
ペ
ン
ダ
ン
ト
は
、
全
て
銀
製
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
南
部
地
域
で
は
他
２
地
域
と
比
べ
て
、
金
属
製
の
装
身
具
が
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
最
後
に
、
中
部
地
域
は
、
主
に
中
王
国
時
代
前
半
に
利
用
さ
れ
た
墓
地
遺
跡
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
装
身
具
の
出
土
傾
向
も
そ
れ
を
反
映
し
た
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
北
部
地
域
や
南
部
地
域
の
よ
う
に
、
そ
の
地
域
を
特
徴
付
け
る
よ
う
な
装
身
具
・
護
符
の
存
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
　
続
い
て
、
王
族
・
非
王
族
間
に
よ
る
装
身
具
選
択
の
違
い
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
者
に
は
素
材
ま
で
共
通
し
て
利
用
さ
れ
た
装
身
具
・
護
符
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ご
く
一
部
の
装
身
具
に
は
、
明
確
な
差
異
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
と
え
ば
、「
下
エ
ジ
プ
ト
王
様
式
の
衣
装
」
は
主
に
王
族
に
副
葬
さ
れ
た
。
ま
た
、
王
族
の
襟
飾
り
に
は
準
貴
石
・
金
が
多
用
さ
れ
て
い
た
が
、
非
エ
ジ
プ
ト
中
王
国
時
代
の
装
身
具
研
究
│
│
装
身
具
選
択
と
そ
の
社
会
的
背
景
の
考
察
を
中
心
に
│
│
山
　
崎
　
世
理
愛
821（524）
王
族
の
も
の
は
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
製
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
２　
図
像
資
料
を
対
象
と
し
た
装
身
具
の
分
析
　
図
像
資
料
の
分
析
に
お
い
て
は
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
リ
ー
ズ
、
ミ
イ
ラ
マ
ス
ク
、
人
型
木
棺
、
木
製
女
性
小
像
、
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
製
女
性
小
像
、
壁
画
、
石
製
彫
像
を
主
な
対
象
資
料
と
し
、
写
真
あ
る
い
は
図
版
が
確
認
で
き
る
も
の
を
中
心
に
集
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
対
象
資
料
を
用
途
や
性
質
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
描
か
れ
た
装
身
具
の
種
類
を
把
握
し
た
。
　
ま
ず
、
対
象
資
料
は
、
⒜
被
葬
者
を
納
め
る
も
の
（body containers
）：
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
リ
ー
ズ
、
ミ
イ
ラ
マ
ス
ク
、
人
型
木
棺
、
⒝
現
世
の
女
性
を
表
し
た
も
の
：
木
製
女
性
小
像
、
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
製
女
性
小
像
、
⒞
「
記
念
物
」：
石
製
彫
像
の
大
き
く
３
種
類
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
描
か
れ
た
特
徴
的
な
装
身
具
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
⒜
被
葬
者
を
納
め
る
も
の
：
襟
飾
り
、
セ
ウ
ェ
レ
ト
ビ
ー
ズ
、「
下
エ
ジ
プ
ト
王
様
式
の
衣
装
」、
次
に
⒝
現
世
の
女
性
を
表
し
た
も
の
：
一
連
ビ
ー
ズ
製
首
飾
り
、
魚
形
護
符
の
髪
飾
り
、
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ー
ン
、
腰
飾
り
、
最
後
に
⒞
「
記
念
物
」：
護
符
が
付
属
し
た
一
連
ビ
ー
ズ
製
首
飾
り
と
ペ
ク
ト
ラ
ル
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
図
像
資
料
自
体
の
性
質
に
よ
っ
て
、
描
か
れ
る
主
要
な
装
身
具
に
は
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
装
身
具
が
描
き
分
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
、
棺
や
ミ
イ
ラ
マ
ス
ク
と
い
っ
た
被
葬
者
を
納
め
る
も
の
は
来
世
へ
の
入
り
口
で
あ
り
、
来
世
に
向
け
て
死
者
を
神
と
同
一
化
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
も
の
に
描
か
れ
た
装
身
具
は
、
日
用
品
と
い
う
よ
り
も
、「
死
者
と
神
と
の
同
一
化
に
必
要
な
装
身
具
」
と
し
て
特
に
葬
送
時
に
必
要
と
さ
れ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
３　
装
身
具
カ
テ
ゴ
リ
と
葬
送
儀
礼
に
お
け
る
利
用
　
次
に
、
実
際
の
出
土
状
況
と
装
身
具
の
描
き
分
け
を
も
と
に
、
当
時
の
装
身
具
カ
テ
ゴ
リ
を
復
元
し
、
そ
れ
ら
が
葬
送
儀
礼
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
を
考
察
し
た
。
ま
ず
、
装
身
具
の
役
割
に
よ
る
カ
テ
ゴ
リ
の
復
元
を
試
み
た
結
果
、「
死
者
と
神
と
の
同
一
化
に
必
要
な
装
身
具
」（
＝
襟
飾
り
、
セ
ウ
ェ
レ
ト
ビ
ー
ズ
、「
下
エ
ジ
プ
ト
王
様
式
の
衣
装
」、
幅
広
腕
輪
）
か
否
か
と
い
う
点
で
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
の
墓
に
お
い
て
も
、
描
き
分
け
と
同
様
の
副
葬
分
け
が
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
死
者
と
神
と
の
同
一
化
に
必
要
な
装
身
具
」
以
外
の
装
身
具
・
護
符
は
、
さ
ら
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
示
す
も
の
、
権
力
や
社
会
的
立
場
を
示
す
も
の
、
個
人
的
な
嗜
好
を
示
す
も
の
な
ど
に
分
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
役
割
の
違
い
は
明
確
な
も
の
で
は
な
く
、
重
複
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
広
い
視
野
で
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
現
世
に
お
け
る
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
中
王
国
時
代
の
装
身
具
は
、
大
き
く
「
死
者
と
神
と
の
同
一
化
に
必
要
な
装
身
具
」
と
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
装
身
具
」
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
こ
の
装
身
具
カ
テ
ゴ
リ
を
ふ
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
葬
送
儀
礼
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
を
考
え
た
。
そ
し
て
、
葬
送
儀
礼
に
は
複
数
の
段
階
が
あ
っ
た
中
で
、「
死
者
と
神
と
の
同
一
化
に
必
要
な
装
身
具
」
と
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
装
身
具
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
さ
れ
た
段
階
が
異
な
っ
た
可
能
性
を
示
し
た
。
通
過
儀
礼
の
プ
ロ
セ
ス
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、「
死
者
と
神
と
の
同
一
化
に
必
要
な
装
身
具
」
は
「
分
離
儀
礼
」
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
装
身
具
」
は
「
統
合
の
儀
礼
」
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
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４　
地
域
・
社
会
階
層
に
よ
る
装
身
具
選
択
と
そ
の
社
会
的
背
景
　
被
葬
者
が
装
着
す
べ
き
「
死
者
と
神
と
の
同
一
化
に
必
要
な
装
身
具
」
は
、
襟
飾
り
、
セ
ウ
ェ
レ
ト
ビ
ー
ズ
、「
下
エ
ジ
プ
ト
王
様
式
の
衣
装
」、
幅
広
腕
輪
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
棺
や
ミ
イ
ラ
マ
ス
ク
に
特
に
頻
繁
に
描
か
れ
た
装
身
具
で
あ
る
。
図
像
資
料
に
お
け
る
表
現
は
、「
死
者
と
神
と
の
同
一
化
に
必
要
な
装
身
具
」
の
中
で
も
理
想
形
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
下
エ
ジ
プ
ト
王
様
式
の
衣
装
」
が
実
際
に
は
非
王
族
の
墓
か
ら
は
出
土
し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
図
像
と
し
て
は
棺
に
描
か
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
図
像
表
現
に
は
理
想
形
が
示
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
襟
飾
り
の
表
現
方
法
に
は
、
規
格
と
も
言
え
る
共
通
性
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
多
彩
色
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
襟
飾
り
の
中
で
も
、
多
彩
色
の
も
の
が
理
想
形
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
　
「
死
者
と
神
と
の
同
一
化
に
必
要
な
装
身
具
」
の
理
想
形
を
も
と
に
、
実
際
の
出
土
遺
物
と
比
較
し
、
各
社
会
集
団
に
よ
る
装
身
具
選
択
の
様
相
を
見
て
い
く
と
、
地
域
や
王
族
・
非
王
族
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
た
。
と
い
う
の
も
、「
死
者
と
神
と
の
同
一
化
に
必
要
な
装
身
具
」
は
、
中
王
国
時
代
中
頃
以
降
は
、
主
に
北
部
地
域
で
利
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
北
部
地
域
内
に
お
い
て
、
理
想
形
に
近
い
の
は
王
族
の
も
の
の
み
で
あ
っ
た
。
他
方
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
装
身
具
」
に
は
、
そ
の
よ
う
な
王
族
・
非
王
族
に
よ
る
差
異
は
な
く
、
価
値
の
高
い
素
材
で
あ
っ
て
も
自
由
に
選
択
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
数
あ
る
装
身
具
の
中
で
も
、
特
定
の
装
身
具
に
の
み
顕
著
な
地
域
性
や
王
族
・
非
王
族
間
に
よ
る
違
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
装
身
具
選
択
か
ら
は
、
中
王
国
時
代
に
は
広
く
自
由
は
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
葬
送
儀
礼
の
中
で
も
神
と
の
同
一
化
と
関
係
す
る
特
定
の
領
域
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
統
制
が
敷
か
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
中
央
集
権
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
広
く
自
由
を
認
め
る
こ
と
で
地
方
有
力
者
か
ら
の
反
発
を
防
ぎ
つ
つ
、
特
定
の
も
の
に
は
地
域
や
王
族
・
非
王
族
間
で
差
異
を
与
え
る
と
い
う
王
族
に
よ
る
権
力
維
持
の
た
め
の
策
略
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
　
本
論
で
は
、
中
王
国
時
代
に
は
特
定
の
装
身
具
に
関
し
て
、
そ
の
所
有
・
素
材
の
選
択
に
顕
著
な
地
域
性
や
王
族
・
非
王
族
間
に
よ
る
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
特
定
の
装
身
具
と
は
、
当
時
「
死
者
と
神
と
の
同
一
化
に
必
要
な
装
身
具
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
装
身
具
」
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
も
の
に
関
し
て
は
、
所
有
・
素
材
の
選
択
に
は
王
族
・
非
王
族
に
よ
る
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
装
身
具
」
は
、
比
較
的
自
由
に
選
択
さ
れ
て
い
た
が
、
「
死
者
と
神
と
の
同
一
化
に
必
要
な
装
身
具
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
は
、
王
族
に
よ
る
統
制
が
図
ら
れ
て
い
た
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
中
王
国
時
代
に
お
け
る
装
身
具
選
択
は
、
完
全
に
自
由
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
王
族
に
よ
る
統
制
の
も
と
、
社
会
階
層
や
地
域
に
よ
っ
て
、
一
定
の
制
限
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
結
論
付
け
た
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
死
者
の
装
い
を
通
し
て
、
当
時
の
葬
送
観
念
や
社
会
状
況
に
ま
で
迫
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
